
最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付
  過去に生活保護を受給されていた方（現在は生活保護を受給されていない方）で以下の要件に該
当する場合、申し出により追加給付を受けることができます。
要　件　①平成25年８月～平成30年９月の間に、生活保護を受給したことがある世帯
　　　　②�平成30年10月～令和８年３月の間に生活保護を受給したことがある世帯のうち、一定

期間入院、入所されていた方、しょうがいのある方で加算が算定されていた方、毎年12
月に支給される期末一時扶助費が算定された世帯など

支給額　生活扶助基準の「新たな水準」と「従来の水準」との差額が支給額となります。
　　　　　※個人によって支給される金額は異なります。
申出先　①過去に道内の町村（各総合振興局）で生活保護を受給されていた方
　　　　　受付期限　令和９年７月31日㈯
　　　　　申出方法　�道ホームページ（右記二次元バーコード参照）でダウンロード
　　　　　　　　　　した申出書に必要事項を記載の上、下記へ送付してください。
　　　　　送 付 先　〒060-8408「北海道追加給付センター」（住所の記載不要）
　　　　②�過去に道内の他市または道外で生活保護を受給されていた方
　　　　　要件の期間に生活保護を受給していた自治体へお申し出ください。
　　　　　受付期限　令和９年７月31日㈯　　申出方法　各自治体へお問い合わせください。
問合せ　最高裁判決を踏まえた保護費の追加給付相談センター　☎0120-179-445

道ホームページ

国民健康保険にご加入中の皆様へのお願い国民健康保険にご加入中の皆様へのお願い
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■負傷原因の照会について
　交通事故に限らず、他者から受けた傷害の治療費は、傷害を負わせた加害者が負担するのが原則
のため、健康保険を使用して治療を受けたときの医療費は後日、被害者に代わって健康保険から加
害者へ請求を行います。したがって、第三者（加害者）の行為が原因でケガをしたときは、国民健
康保険の担当窓口への届け出が必要となります。
　そのため、北海道国民健康保険団体連合会※より、ケガの原因についてお尋ねする「負傷原因の
照会について」を送付する場合がありますので、負傷原因のご回答にご協力ください。
　また、ケガの原因から届け出が必要と判断される場合は、届け出をお願いすることがあります
（届け出が必要な場合は、別途お知らせします）。
　国民健康保険の正しい運営や医療費の適正化のため必要となりますので、皆様のご理解をお願い
します。
　※�北海道国民健康保険団体連合会とは、北海道、道内市町村、国民健康保険組合が共同して国民

健康保険制度を運営している公法人です。北海道知事の許可を受け設立されています。
■就職などで社会保険に加入したとき
　就職などで社会保険に加入したときは、国民健康保険から脱退する届け出が必要となります。届
け出の際は「資格情報のお知らせ」などの社会保険へ加入したことが分かるものを持参してくださ
い（国民健康保険を脱退する全員分が必要です）。
　また、社会保険の加入手続き中の期間であっても、すでに社会保険へ加入中となっていることが
多く、その場合に国民健康保険を使用して受診をすると、後ほど医療費を返還していただくことに
なりますので、ご注意ください。
問合せ　健康福祉課国保グループ　☎ ㉙ 7072
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